
 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今号の主な内容】 
◎２０２６年度 ＪＡＩＡ定時総会 
◎アミューズメントエキスポ２０２６ 
   出展社募集締切は、７月１日（水） 
◎ＪＡＩＡプレスに関するアンケートのお願い 
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 一般社団法人日本アミューズメント産業協会（ＪＡＩＡ）
は６月９日(火)１６時～、東京會館・本館７階「ウィステリ
ア」において「２０２６年度定時総会」を開催した。司会進
行＝貞国顕事務局長。 
 
 冒頭、挨拶に立った田村雅壽会長は、２年間の任期満
了を迎え、本総会が最後の職務となることへの感慨を
にじませるとともに、２０２５年度の事業・決算について
「エキスポ事業が２期連続で収益を上げたほか、キャッ
シュレス事業は減価償却負担により会計上の赤字が続
いているものの、着実に収益を確保している」として、
会員各位の協力に謝意を表した。 

そのうえで、議案の一つとなっている入会金・会費規
程の改訂に言及。「ＪＡＩＡ発足以来、長らく手をつけてこ
なかった。経済環境や経営条件が変化するなか、協会を
維持していくためには見直さざるを得ない」と理解を求
め、最後に「これからも業界発展のため、引き続きご協
力をお願いしたい」と呼びかけ、挨拶を締めくくった。 
 

続いて、来賓としてご臨席いただいたお二方からご
祝辞を賜った（※３ページ）後、事務局からの出席者数報
告で総会が有効に成立することを確認。田村会長が議
長となり、議事録署名人として高島省吾理事、藤原徳也
理事を指名し、議案の審議に入った。 
 
〈第１号議案〉 ２０２５年度事業報告、決算報告及び監査

報告承認の件 
 
 ２０２５年度事業報告書及び決算報告書に基づき、事務
局が２０２５年度における事業状況について報告した。次い
で、増澤武敏監事が「去る５月１４日、２０２５年度の事業報
告、当該年度の貸借対照表、正味財産増減計算書ならびに
附属明細書、財産目録を監査した結果、適正妥当であるこ
とを認める」と監査報告。これを受け、議長が議場に諮った
ところ、全会一致で承認された。 

田村雅壽会長から川﨑寛新会長へ… 

新体制スタート 

日時／２０２６年６月９日(火) 
１６時～１６時５０分 

 
場所／東京會館 

（東京都千代田区丸の内） 
本館７階「ウィステリア」 

一般社団法人 日本アミューズメント産業協会
２０２６年度 定時総会 開催 

川﨑寛 新会長 田村雅壽 会長 

議決権のある社員の総数-----------------１９４名 
総社員の議決権の数----------------- ９，４３３個 
出席社員数（委任状によるものを含む）-----１４３名 
出席社員の議決権の総数--------------８，７０９個 

「入会金及び会費規程」改定を決議 

〈第２号議案〉 「入会金及び会費規程」改定の件 
 
 議長が第２号議案を上程し、事務局が資料(※以下)に基づき
説明。議長が議場に諮ったところ、全会一致で承認された。 
  当協会の活動は、会費収入と収益事業による収入とで運営されて

いるところです。収益事業に関しては、キャッシュレス事業は収入が
増えてきており赤字幅は改善しているものの、当分の間は、赤字が
継続する見込みとなっております。展示会事業は黒字となっている
ものの、新型コロナ禍のような事態があれば収益がたちまち悪化す
るおそれがあり、収益事業全体で安定的に黒字を確保するのは困
難な状況であります。昨年１１月１９日に開催された常任理事会にお
いて、「長年見直してこなかった会費規程の見直しを検討してはど
うか」との提案があり、値上げの是非を含め、各事業部会で検討を
行った結果、近年、諸物価、人件費が上昇する中で、協会の安定的
かつ持続的な運営を実現するために、会費を２０％引き上げること
とする方針が示されました。定款第８条の規定により、会費の額に
ついては総会で定めることとされていることから、会費の額を変更
することについて、総会の決議をお願いするものであります。 

 
〈第３号議案〉 任期満了に伴う役員改選の件 
 
議長が第３号議案を上程し、事務局が資料に基づき新理事

候補を一人ずつ紹介。議長が議場に諮ったところ、全会一致
で承認された。その後、新任理事・監事、本総会をもって退任
する理事・監事がそれぞれ挨拶した。 
 
〈報告事項〉 ２０２６年度事業計画及び収支予算の件  
 事務局から２０２６年度事業計画及び収支予算について資
料に基づき説明があった。（※４～７ページに「２０２５年事業計画」） 
 
 議事審議及び報告終了後、田村会長が退任の挨拶を行っ
た。氏は、「この業界でお世話になり４２年。皆さんのご協力
があって、この２年間、大役を果たすことができた」と感謝の
言葉を述べ、業界のさらなる発展を祈念して締めくくった。 

●     ●     ● 
 総会終了後、緊急理事会が開催され、正副会長、専務理事、
常務理事、常任理事、名誉顧問が決定した（※３ページ）。１７
時１０分～参加者が再び集まった総会会場にてその内容を
事務局が報告、新たな正副会長が就任の挨拶を行った。 



 

 

警察庁生活安全局保安課  課長 保坂啓介氏       

 本日は一般社団法人日本アミューズメント産業協会の定時総会が執り行わ
れることを心からお慶び申し上げます。また、皆様におかれましては、平素から
警察行政の各般にわたり深いご理解とご協力をいただいていることに対しま
して、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 
 さて、先日、貴協会が調査・公表されたアミューズメント産業界の実態調査に
よれば、令和６年度のアミューズメント産業界の市場規模はプライズゲームを
中心とした需要の拡大等により前年度を大きく上回ったとのことであり、国際
情勢に伴う物価高や人口動態の変化による人手不足などの厳しい社会情勢、
経済情勢に対処し業界の発展にご尽力されてきましたことに心より敬意を表
したいと思っております。 
  皆様方のご尽力により、近年、アミューズメント施設については幅広い年齢層の方々が訪れる憩いの
場となっており、引き続き、健全な営業のもとで誰もが安全で安心してリアルな体験を楽しむことので
きる環境づくりが求められていると考えております。 
 貴協会におかれましては、アミューズメント業界の中核組織として青少年健全育成のための青少年指
導員養成講座を開催されたり、また、不適切な製品の流通防止のためのプライズマーク制度を実施した
りするなど、長年にわたりゲームセンター等営業の健全化と適正化を図る取り組みを推進されてきたも
のと承知しており、大変心強く感じております。引き続き、法令に即した営業が行われますよう継続的
な研修等を実施していただくとともに、社会貢献活動等の実施を含め、地域社会に根差したアミューズ
メント施設づくりに一層力を発揮していただくことを期待しております。  
最後になりますが、貴協会の益々のご発展と会員の皆様のご健勝ご多幸を心より祈念申し上げて私

の挨拶とさせていただきます。 

 本日は一般社団法人日本アミューズメント産業協会の総会にお招きいただきまして、誠にあり
がとうございます。会員企業や関係者の皆様がご参加をされ、このように会が盛大に開催されま
したことを心からお慶び申し上げます 
 今の世界情勢ですが、去年の米中対立に加えまして、今年は中東情勢がこのようなことになり、
皆様の事業の足を引っ張るような結果になりまして、大変心苦しく思っております。エネルギー
や原材料の安定供給を確保するということが、国民生活にとっても経済活動にとっても死活的
に重要であるという考えのもとに、政府は毎週のように関係閣僚会議を開きまして、全力投球で
様々な物資が足らなくならないよう矢継ぎ早に手を打っているところでございます。 
 石油やナフサなどの石油化学製品は、日本全体として必要となる量は確保できていると考えて 

経済産業省製造産業局産業機械課  課長 須賀千鶴氏 

            

います。他方、マクロでは供給量が足りているといっても、長いサプライチェーンを複雑に流れていく中で、どうしても
供給量に偏りが生じたり、一部で目詰まりが発生したりする事象も日々確認されております。 
 経済産業省としては、情報提供窓口を常設しまして、そういったお困りごと、ご相談をしっかりと受け止め、サプライチ
ェーンを遡って目詰まり箇所を特定し、一つ一つ解消に取り組んでいるところでございます。皆様にお困りの点がござ
いましたら、経済産業省までご相談いただき、官民が緊密に連携しながらこの苦難を乗り切っていければと思います。 
 さて、アミューズメント施設は、家族連れでも楽しむことのできる国民的レジャーの場、そして、最近ではクールジャパ
ンを担っていただく場としても多くの方々に親しまれております。貴協会では本年１１月にアミューズメントエキスポを
開催予定とうかがっております。今後も多くの人々がアミューズメント施設を訪れ、業界がさらに発展されることを心
より願っております。 
 最後になりますが、貴協会と本日ご出席の皆様の益々のご発展を心より祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただ
きます。本日はありがとうございました。 

来
賓
挨
拶 

2026.6③ 

2018.6② 

緊急理事会 
日時／２０２６ 年６月９日(水)１６時５０分～１７時 
場所／東京會館 本館７階「アゼリア」 
出席／理事総数２１名中出席理事２０名  

監事総数２名中出席監事２名 

第１号議案  会長・副会長の選任に関する件 
名和振平理事が議長となり、事務局上程案を協議の結果、
全会一致で下記の通り選任された。 

代表理事（会長）   川﨑 寛   
代表理事(副会長) 山下 滋  

第２号議案  専務理事・常務理事の選任に関する件 
川﨑寛会長が議長となり、事務局上程案を協議の結果、全
会一致で下記の通り選任された。 

業務執行理事（専務理事）   名和振平   
業務執行理事（常務理事）   小竹幸浩  

第３号議案  名誉顧問・常任理事の選任に関する件 
事務局上程案を協議の結果、全会一致で下記の通り選任
された。 
     名誉顧問    里見  治 

     常任理事   内田慎一 （施設営業事業部長） 
     常任理事   高島省吾 （遊園施設事業部長） 
     常任理事   國松  洋 
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名
誉
顧
問 里

見 

治  

(株)セガ 取締役名誉会長 (株)バンダイナムコエクスペリエンス 代表取締役社長 

國
松 

洋  

(株)タイトー 執行役員オペレーション統括副本部長 

今
野 

創  

(株)ソユー 代表取締役会長 

一般社団法人 日本アミューズメント産業協会 (株)友栄 代表取締役社長 

今
泉 

元
秀  

(株)カプコン 常務執行役員 

副
会
長 

山
下 

滋  

(株)セガ フェイブ 顧問 

上
田 

和
弘  

(株)アスモ 代表取締役社長 

大
門 

淳  

サノヤス・ライド(株) 代表取締役社長 

高
島 

省
吾  

泉陽興業(株) 専務取締役東京支社長 

一般社団法人 日本アミューズメント産業協会(ＪＡＩＡ） 
 

会 
 

 

長 川
﨑 

寛  

専
務
理
事 

名
和 

振
平  

小
竹 

幸
浩  

常
務
理
事 

常
任
理
事 

内
田 

慎
一  

ＡＭマシン 
事業部長 

※会長職は１期２年 

常
任
理
事 

一般社団法人 日本アミューズメント産業協会 

施設営業 
事業部長 

遊園施設 
事業部長 

新役員

新任 

新任 
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田
村 

宗
弘  

  システムサービス(株) 代表取締役社長 

理 
 

事 
 

津
口 

大
輔  

(株)プロバックス 取締役社長 

理 
 

事 
 

長
友 

伸
二  

(株)ルルアーク 代表取締役社長 

理 
 

事 
 

西
村 

仁
志  

  フリュー(株) 取締役ガールズトレンド事業 
本部本部長兼世界観事業本部本部長 

理 
 

事 
 

西
村 

宜
隆  

(株)コナミアーケードゲームス 代表取締役社長 

理 
 

事 
 

二
宮 

一
浩  

(株)GENDA GiGO Entertainment 取締役社長 

理 
 

事 
 

藤
原 

徳
也  

(株)イオンファンタジー 代表取締役社長 

理 
 

事 
 

二
神 

達
洋  

(株)ラウンドワンジャパン 執行役員運営企画副本部長 

理 
 

事 
 

宮
本 

和
彦  

(株)共和コーポレーション 代表取締役社長 

理 
 

事 
 

良
知 

昇  

三精テクノロジーズ(株) 代表取締役会長 

理 
 

事 
 齋

藤 

浩
史 

公認会計士 

監 
 

事 
 

増
澤 

武
敏  

加賀アミューズメント(株) 代表取締役社長 

監 
 

事 
 

退任理事・監事 
 

田村雅壽（(株)タイトー） 

柴田 健（(一社)日本アミューズメント産業協会） 

上野 聖（(株)GENDA GiGo Entertainment） 

岡田拓志（(株)ゼムス） 

沖田勝典（(株)コナミアミューズメント） 

功刀榮夫（功刀榮夫税理士事務所 税理士） 

新任 

新任 新任 



 

東京會館 
本館７階「サクラ」  

２０２６年６月９日(木) 
１７時３０分～１９時 

１７４名参加 
挨拶 
ＪＡＩＡ 川﨑寛会長 

乾杯 
ＪＡＩＡ 山下滋副会長 

来賓挨拶 
鈴木隼人衆議院議員 

中締め ＪＡＩＡ 
國松洋常任理事 

懇親パーティー 

２０２６ＪＡＩＡ定時総会 

２０２６ＪＡＩＡ定時総会 

２０２６年６月１０日(水) ４４名参加 
キングフィールズゴルフクラブ（市原市） 

〈３位〉川﨑 寛氏 
(株)バンダイナムコエクス
ペリエンス 

〈優勝〉松嶋義則氏 
(株)ＣＷパスカ 

〈準優勝〉 
原 寿成氏 
(  株)アムジー 

 懇親パーティーは、川﨑新会長の挨拶からスタート。「皆様のがんばりとリア
ルエンターテイメントの価値の高まりにより好調に推移している」業界の業況
に言及する一方、氏は、労働力不足、依然として遅れが見られるデジタル化、
製造原価の高騰など、業界全体として様々な課題を抱えているとの認識を示
した。また、カテゴリー構成の偏重（プライズの売上に依存）に触れ、「好調な今
だからこそ、みんなで知恵を出し合い、新しいサービスや製品を提供するこ
と。私たちの本質はアミューズメントであり、いかにお客様を楽しませるかを
忘れないようにしたい」と述べ、業界全体で課題解決に目を向けることの大切
さを強調。「業界がさらに魅力的で持続的に成長できるよう真面目に楽しく取
り組んでいきたい」として、会員各位に建設的な助言と支援をお願いした。  
 続いて、鈴木隼人衆議院議員（内閣府副大臣）が来賓挨拶。ＡＭ施設（風俗営
業）において外国人留学生のアルバイトが認められていないという業界の長年
の懸案に関し、若干の進展がみられること（まずは家族滞在の在留資格を有す
る者についてアルバイトを認める方向で、今後、詳細を検討する。）の説明がな
され、「これからも何かあれば是非ご相談いただきたい」と業界への継続的な
支援姿勢を示した。  
 次に、乾杯挨拶を務める山下副会長が登壇。業界の次世代リーダーを育成し
ていく意向を表明したうえで、乾杯の音頭をとった。  
 歓談の後、 １８時４０分に國松常任理事が中締め。「皆様の熱意が業界を支
える大きな力になっている」と語り、一本締めを行った。 

2026.6⑥ 

2018.6② 



 
 
（１）ＤＸ化推進（旧：キャッシュレス決済推進特別委員会） 

ＪＡＩＡコードデーターベースを基盤とした業界標準のＤＸツール（ＰＯＳ・
キャッシュレス等）の普及・啓蒙活動を強化し、「現場の実務改善」と「経
営の見える化」の実現に向けた事業を推進する。 
実務改善を体感できる機会を展示会や地方説明会で提供するなどし
て中小オペレーターへの導入促進を図るとともに、データベースの
拡充、電子帳票化の推進、データベース利用状況の可視化を進める。 
また、端末導入の初期負担軽減策としてレンタル・リース活用の検討を
行い、業界全体のＤＸ化を包括的に推進する。 

 なお、委員会名称を「ＤＸ化推進特別委員会」へ変更する。 
 
（２）アミューズメントエキスポ事業（アミューズメントエキスポ実行委員会） 

業界の活性化とさらなる発展を目指して毎年開催している「アミュ
ーズメントエキスポ」を１１月６日(金)ビジネスデー、７日(土)ユーザー
デーの２日間会期で、東京ビッグサイト南ホール全館にて開催する。 
また、６日の夜には帝国ホテルにおいて懇親パーティを開催する。 
〈初出展企業向けサポート体制強化〉 
初出展企業の不安や負担を軽減し、出展希望者の増加につなげるた
め、初出展者向けのサポート体制の強化について検討する。具体的
には、初出展企業向け説明会の開催、個別相談窓口の設置、準備から
当日運営までを網羅したガイドライン・チェックリストの提供の他、出
展後の振り返りを通じてノウハウ共有も図ることを想定する。これに
より、継続的な出展の促進による展示会全体の活性化につなげるこ
ととする。 

 
（３）業界実態調査 
 機器メーカー及び施設営業者などについての実態委託調査を行い、

得られた調査結果を「アミューズメント産業界の実態調査報告書」とし
て纏め、会員及び関係諸機関・団体等に配布する。２０２６年度には、２０２
５年度の実態調査を今秋までに発刊する。 

 
（４）賀詞交歓会 
 ２０２７年１月１９日(火)、東京プリンスホテルにおいて開催し、会員相互

の親睦を図る。  
 
（５）広報事業活動 
 ①機関紙ＪＡＩＡプレスの発行 

業界のトップ・ニュースをはじめ、理事会や専門委員会などの開催
報告、さらに、各地区本部、府県本部の活動内容、各地区で開催さ
れる地域懇談会、店舗管理者研修会などの開催状況、アミューズメ
ントエキスポなどの各種イベントなどの開催状況、行政官庁からの
啓蒙活動の協力等を加盟会員に発信し、業界への理解に資するた
めに管轄警察機関をはじめ、地域団体や関係諸機関に配布する。 

 ②ホームページならびにＳＮＳでの発信 
   アミューズメント業界の楽しさや現状を広く一般に理解してもらう

ため、「ＪＡＩＡホームページ（ＵＲＬ＝http://www.jaia.jp）」を運営し、
世界に向け発信する。また、各種メディアでの業界関連記事を増
やすことを目的に、統計資料や業界トピック等のコンテンツをホー
ムページを通じてマスコミ向けに提供することで、業界の話題の
露出増加を図り、最終的には消費者のアミューズメント産業への理
解促進につながるよう活動を行う。 

 
（６）規制緩和活動 

業界が規制緩和を要望するためには現行法規を厳守しているこ
とが前提となる。このことを加盟会員全員が認識し施設運営の健
全化に努めている。規制を遵守する一方で、時代の変化に伴い規
制内容の変化を求めるなどの活動は、規制緩和委員会において全
事業部の協力の下、適切な対応を図るべく活動を推進していく。 
 

 
 
 
１．アミューズメント産業に関する調査研究 
 
（１）中長期的な事業計画の策定（ＡＭマシン事業部会－総務委員会） 
 ＡＭマシン事業部として中長期的に取り組むべき課題の策定を行う。 
 
（２）景品提供営業のあり方に関する調査研究（ＡＭプライズ委員会） 

消費者に適正な景品を適切な方法で提供することを目的として、次
の事業を行う。 
①「景品提供営業のガイドライン」及び「景品安全確保ガイドライン」等
の広告掲載を行うなど周知徹底を図り、景品提供営業の適正化を
推進する。 

②消費者に適正な景品を提供することを目的として、業界としての
適正景品を規定し、該当する旨を表示する「アミューズメントプライ
ズマーク制度」の事業を行う。 

（３）知的財産の確立に関する調査研究 
①会員の有する知的財産権の確立、及び保護を目的として特許・意匠
等の登録出願の際に必要となる上映・商標の使用等、証明書の発行
を行い、会員の知的財産権の確立に協力する。 

②会員相互の知的財産権に係わる国内外問題を支援するため、研修
会・勉強会等の実施に向けた取り組みを行う。 

③会員の商品開発及びこれに伴う技術開発に関する情報の蓄積に資
するため、業界誌等による情報収集を行うとともに、会員がいつで
も閲覧できる環境を維持する。 

④特許庁、国際知的財産保護フォーラムとの連携を進め、知的財産の
保全に関する情報収集を行う。 

 
（４）ＡＭ機の健全化及び啓蒙に関する調査研究（ＡＭ倫理委員会） 

①アミューズメント機械の健全性を保ち、消費者に適正なアミューズ
メントマシンを提供するための表示マーク制度を「健全化を阻害す
る機械基準」に基づいて運用し、健全な機械の製造、販売及びオペ
レーションが適切に行われるよう表示マーク制度の啓蒙活動を行う。 

②アミューズメント エキスポ等の機会を利用して、表示マーク制度の
業界内外への啓蒙活動を行う。 

③アミューズメント施設への「健全化を阻害する機械基準」の啓蒙活
動を行う。 

 
２．アミューズメント産業に関する技術の開発研究・標準化の推進 
 
（１）関係法令等の検討作業への協力（ＡＭ技術委員会） 

安全・安心なアミューズメントマシンを消費者に提供するため、国が行
う技術的な関係法規や基準等の検討を行う各種委員会に委員を派遣
し検討作業に協力するとともに、会員企業に速やかに情報提供を行う。 

 
（２）ＪＩＳ規格の策定事業（ＡＭ技術委員会―電安法対策部会） 
 当協会が改正発行を行い２０１８年５月に国の整合規格に採用されたＪＩＳ
「家庭用及びこれ 1 に類する電気機器の安全性―第２-８２部：サービス
機器及びアミューズメント機器の個別要求事項」について、内外関係
規程の改正状況の情報収集を行い、必要に応じ改正に向けた検討作業
を行う。 

 
（３）安全ガイドラインの改定（ＡＭ技術委員会） 

①旧ＪＡＭＭＡ（日本アミューズメントマシン工業協会）が作成し、２００９
年発行の第４．１版を最後に改訂されていない「アミューズメントマシ
ンの安全確保ガイドライン」について、未だに唯一の製品安全ガイド
ラインとして利用している会員企業もある一方で、最後の改定から
１５年を経て昨今の状況に合致しなくなっている状況から、内容を見
直し、新たにＪＡＩＡのガイドラインとして作成し、会員企業に周知する
こととする。 

 ②旧協会が制定した各種の技術基準やガイドライン等を誰でも見られ
るよう協会公式ホームページに掲載する。 

 
（４）アミューズメント機器の電気信号に関する規定の策定 

①キャッシュレス端末の取り付け作業の効率化を図るため、コインパル
スやペイアウト信号などの電気信号に関する技術電気信号に関す
る規定を新たに策定する。 

 ②海外製品の利用が増えている現状を踏まえ、海外メーカーにも呼
びかけてアミューズメント機器の電気信号に関する規定を新たに策
定する。 

 
３．アミューズメント産業に関する情報の収集及び提供 
 
（１）アミューズメント文化の振興 

①消費者に適切なアミューズメント機器を提供するため、行政機関や
関連団体等からの各種情報の収集に努めるとともに、会員への周
知徹底を図る。 

②消費者に対し、アミューズメント機器の楽しさやアミューズメント業
界の現状を広く一般に理解してもらうため、展示会等の機会を利用
してマスコミに向けた業界動向、協会活動等についての情報発信
を行う。 

③協会ホームページ等を通じて省庁からの連絡等をはじめとした各
種情報の提供を速やかに行い、会員の事業推進のサポートを行う。 

④長期に亘り低迷を続けるメダルゲームジャンルについて調査研究
を行い、ジャンルのてこ入れを図るとともに、活性化を行う。 

 
（２）アミューズメント文化の海外への情報提供等 

海外のアミューズメント市場の拡大を目的とし、会員企業が展開を行
う際のリスク軽減に向けた方策や市場動向に関する情報を収集し、会
員に提供する。 
また、日本のアミューズメント製品の海外における競争力強化や、良
質な海外製品の日本市場への導入に資するため、海外の実状視察会
の開催を検討するほか、海外展示会（中国ＡＡＡ、広州ＧＴＩなど）の情報
を収集し、結果を会員に報告して情報共有を行う。 

 
（３）アミューズメント機器の適正使用に向けた情報の収集 

アミューズメント機器について、メーカーが推奨していない改造やエ
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ミュレーター筐体の使用に関して、エンドユーザーから情報を収集す
る窓口「ＡＭマシンの窓口（仮称）」を設置し、収集した情報をメーカー
各社へ伝達する。 

 
（４）会員へ情報発信方法の見直し 

協会活動や各種の調査成果等が、必ずしも会員に認知・活用されてい
ない現状を踏まえ、会員への方法発信体制の見直しを検討する。 
協会紹介コンテンツや既存の情報発信手段を起点として、会員限定情
報や活動成果がより分かりやすく、適切なタイミングで届くよう、情
報の届け方や運用方法の改善を検討する。 
これにより、会員に協会活動の価値をより明確に伝えることで、会員
満足度の向上を目指すこととする。 

 
（５）会員資格の可視化 

協会会員であることを対外的にわかりやすく示す手段について検討
し、会員資格の可視化を図る。具体的には、協会のロゴや会員証、ステ
ッカーを会員企業が活用できる仕組みを構築し、統一デザインにより、
名刺やウェブサイト、店舗等においてこれらを表示できるよう環境整
備を行うことで、協会会員であることの信頼性向上につなげること
を推進する。 
これにより、会員のロイヤリティ向上や協会の認知向上を図るととも
に、協会活動の存在意義を業界内外に発信することとする。 

 
（６）会員限定データの提供 

会員企業の事業活動を支援するため、会員限定で業界データ等をい
ち早く提供する仕組みの構築を検討する。具体的には、実態調査や展
示会関連アンケート等の結果について、提供時期や提供方法を見直し、
会員がより活用しやすい形でフィードバックを行うことを目指す。 
また、過去の調査結果や事例について、蓄積・整理を行い、必要に応じ
て参照できる環境整備についても検討する。 
これにより会員の営業戦略や商品企画に活用できる実践的情報の提
供を通じて、会員メリットの向上を図ることとする。 
 

４．アミューズメント産業に関する展示会、講習会、研修
会等の開催 

 
（１）関連法令、協会自主基準等に関する講習会の実施 
 アミューズメント業界に関連する各種法令や協会の自主基準に関する

説明会・講習会等を開催し、会員並びに業界関係者に広く有益な情報
を提供する。 

 
（２）若手向け勉強会の創設（仮称：ＪＡＩＡ塾）（総務委員会） 

業界の急速な変化に対応するため、若手・中堅層を対象とした実践的
な勉強会「ＪＡＩＡ塾（仮称）」の創設について検討する。委員会活動等に
参加しづらい層にも学びと交流の機会を提供し、情報格差や人脈不
足の解消を図ることを目的とする。 
勉強会は、業界知識や現場ノウハウ、最新事例の共有を重視して、継
続的な実施により次世代人材の育成とキーマン発掘を進め、会員満
足度向上と業界全体の底上げを目指すものを想定し、内容としては、
業界概要や関連法令、安全管理等を扱う基礎講座、先輩社員による実
務講演、各社事例共有やグループワーク等を組み合わせ、現場課題
や成功事例を共有できる構成とし、講師は会員各社によるローテー
ション制も検討する。 
初年度はモデル的な実施と位置づけ、アンケート等による検証を行
いながら継続的な仕組みへの発展可能性を検討することとする。こ
れにより、若手層の交流機会創出と次世代人材の育成を図るとともに、
成果をアミューズメントエキスポで実施するなど可視化して、会員満
足度向上と協会活動の活性化につなげることとする。 

 
５．アミューズメント産業に関する内外関係機関との交流の促進 
 
（１）国内関係機関との交流 
  
①経済産業省などの関係官庁及び同省関係団体との交流を行う。 
②消費者に適切な映像を提供することを目的とし映像関連の団体と
映像表現の倫理に関する連絡会を開催し団体間の情報交換を行う。 
   映倫管理委員会 

（一社）コンピュータエンタテインメント協会（CESA） 
   コンピュータソフトウエア倫理機構 
    コンピュータエンタテインメントレーティング機構（CERO） 
③（一社）コンピュータエンタテインメント協会、日本ｅスポーツ連合
（JESU）等の関連団体や（一財）デジタルコンテンツ協会等の周辺業
界団体との連携を保ち、各種の情報収集を行う。 

 
（２）海外の業界団体との交流 

アミューズメント産業に関する世界各国の法規制や商習慣等に関す
る情報収集や市場調査を目的として、海外のアミューズメント業界団
体と協力関係の強化を図り、交流を促進する。 
また、各国業界団体が来日した際の表敬対応を行う。 

 
（３）海外における知的財産権保護の活動 

会員企業の有する知的財産権を保護するため、中国、台湾、韓国等の

アジアを中心として、模造行為に対する情報を収集するとともに対応
策を検討する。 
 

６．アミューズメント産業に関する登録の推進 
 
（１）アミューズメント機器の表示マーク制度 

（ＡＭ倫理委員会―ＡＭ倫理審査委員会） 
 アミューズメント機器の健全性を保ち消費者に適切な製品を提供する
ため、「健全化を阻害する機械基準」に基づく表示マーク制度の周知
徹底を図り、健全なアミューズメント機器が製造・販売・流通・営業され
るように努める。 

 
（２）ＡＭプライズ表示マーク制度（ＡＭプライズ委員会） 
 ＡＭプライズの健全性を保ち、消費者に適正なプライズを提供するた
め、ＡＭプライズマーク制度を適切に運用して健全なプライズが流通
するように努める。 

 
７．前各号に掲げるものの他、この法人の目的を達成する

ために必要な事業 
 
 
 
 
１．遊園施設に関する調査研究事業 

（遊園企画委員会／遊園技術委員会） 
 遊園施設に関する建築基準法をはじめとする関係法令の調査研究及
び海外基準の情報収集・検討を行うとともに、コンプライアンスの周知
徹底を図り、事故防止のための活動を一層強化する。 
また、令和４年３月３１日公布・施行された国土交通省告示第４１２号「遊戯
施設の維持保全に関する準則又は計画の作成に関し必要な指針」の
徹底を講習会等を通じて継続する。 
 

２．遊園施設に関する情報の収集及び提供（遊園企画委員会） 
  

遊園施設に関する部会員間の情報交流及び関係法令の改正等関連情
報の提供を行い、会員間の情報交換を行う。また、定期検査報告受付
による台数の取りまとめと地域・機種別の統計を行うなど、建築基準
法以外の関係法令等についても情報提供を行う。 
 

３．遊園施設に関する安全対策の調査研究と安全管理講習
会の開催（遊園技術委員会） 

  
多様化・高度化する遊園施設においては、日常の点検整備など維持管
理面における安全確保と日常営業における運転操作など運行管理面
からの安全確保がますます重要になっていることから、技術委員会
において、こうした観点からの安全確保のための方策について調査
研究するとともに関連法規の改正情報等についての収集を行う。 
なお、令和４年３月３１日に施行された国土交通省告示第４１２号「遊戯施
設の維持保全に関する準則又は計画の作成に関し必要な指針」の周
知徹底を継続して行う。 
その成果をもとに、会員はもとより遊園地等で遊戯施設に関わる全
ての関係者を対象に「遊戯施設安全管理講習会」を東京において開
催する。安全管理講習会では、維持保全や運行管理などの毎年恒例
の講義と外部講師を招いた関連した講義を実施する。加えて、行政側
との連携を強化し、東京開催では国土交通省から講演をいただける
よう調整を行う。 
 

４．遊園施設に関する内外関係機関との交流の促進 
 
（１）遊園施設に関する国内関係官庁及び団体との交流 

（遊園企画委員会／遊園技術委員会） 

 国土交通省、経済産業省、特定行政庁などの関係官庁及び一般財団法
人日本建築設備・昇降機センターをはじめとする関係団体との交流、
役員・委員の派遣等を行う。 

 
（２）海外の業界団体との交流（遊園国際委員会） 

韓国のＫＡＴＰＡ（(社)韓国テーマパーク協会）等の遊園施設に関する
海外団体との情報交換などの交流を行う。 

 
（３）ＩＡＡＰＡとのミーティング・交流支援活動 

（遊園国際委員会／遊園企画委員会） 
アジアやアメリカの国際的な遊園施設団体ＩＡＡＰＡとの情報交換およ
び交流活動を行うとともに、ＩＡＡＰＡ開催時には訪問し関係値の強化と
連携を模索する。 
 

（４）東日本・西日本遊園地協会と連携し、「昇降機等検査員の受講要件
緩和」に向けたワーキンググループを設置し、国土交通省への提言
と緩和の実現を図る。 
 

５．遊園施設に関する登録の推進 
 
（１）遊戯施設に関する定期検査報告（遊園技術委員会） 
 建築基準法第１２条第３項に基づく遊戯施設の定期検査報告制度の調査
研究と報告書の代行受付を行う。 

 

2026.6⑧ 
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 遊園施設事業部 

 



 
（２）中小企業等強化法に伴う証明書の発行（遊園企画委員会） 

遊園地用設備に関し、平成２６年１月２０日に施行された産業競争力強化
法に基づく生産性向上設備投資促進税制が終了し、それに代わる新
たな制度として「中小企業経営強化税制」の固定資産税関係につい
て、それに伴う証明書の発行事業を行う。 
 

６．会員との関係強化とメリットの提供 
 遊園施設事業部に所属いただいている会員企業への情報提供や訪

問による要望確認など連携強化を図る。併せてＪＡＩＡへの入会メリット
を明確にし、既存会員へのメリット提供や新規会員の獲得に向けた足
がかりを構築する。 
加えて、代理店と連携しゲームセンター寄りになっているアミューズ
メントエキスポへの出展をいただけるよう仕組みづくりを行う。 

 
７．前各号に掲げるもののほか、この法人の目的を達成するため

に必要な事業 
 
 
 
 
１．総説 

ＪＡＩＡ施設営業事業部は、 
（１）ＡＭ施設が国民の余暇活動の一翼を担っていることを自覚し、 
（２）青少年の健全育成にかかわる責務があることに留意し、 
（３）地域社会の人々と協調した防犯活動に積極的に参加し、 

もって、国民の理解と協力を得て健全な施設営業を推進することを
目的として、以下の諸活動を展開する。 
 

２．一般事業活動  
（１）公益事業活動  
①地域懇談会 
地域懇談会は法令の規制緩和に関して重要な意義を有し、長年にわ
たり全国で開催してきた活動である。２０１６年６月の法改正においても、
本活動の積み重ねが高く評価されてきたところである。 
午後６時以降の年少者立入制限については、全国の多くの都道府県
で見直しが実現し、現在は岩手、茨城、栃木、鳥取の４県のみが継続対
象となっている。これまでの地域懇談会において、ゲームセンターに
対する批判的な意見は見られず、業界への理解は着実に深まってい
るものの、条例見直しについては各地域の事情を踏まえた慎重な検
討が続いている状況である。 
この状況を踏まえ、２０２６年度は地域懇談会の在り方を一部見直し、重
点県を中心とした戦略的な実施へ移行する。規制が継続している４県
においては、行政関係者との意見交換の機会を継続しつつ、地域の実
情に応じた対話の深化を図る。あわせて、東京都および大阪府におい
ては、青少年健全育成とアミューズメント施設の関わり方をテーマと
した懇談会の開催について検討を継続する。実施時期や開催形式を
含めて再整理を行い、より実効性のある形での展開を目指す。 
今後は、地域の実情を踏まえた丁寧な対話を重ね、業界の健全性に
対する理解のさらなる深化を図る。  

②アミューズメント・ラブ・エイド 
 児童養護施設、特別支援学校、老人福祉施設などの方々をアミューズ

メント施設に招待し、あるいは機器を各施設に持ち込んでアミューズ
メントに親しんで戴く「アミューズメント・ラブ・エイド（愛の助け合い運動）」
の催しは、当会の社会福祉事業の一環として実施してきた。 
前年に、秋田、東京、長野、山梨、鳥取、福岡で開催していたプレゼント
贈呈型のラブエイド、広島（自社施設への招待）、大分（地元遊園地へ
の招待）で開催している招待型のラブエイドの開催を継続する。 
これらの活動は、今後、世間への認知を広げていくために「ＰＲ ＴＩＭＥ」
などのプレスリリースを行っていく。 
 

（２）業界活性化事業活動 
 店舗活性推進委員会を中心として、市場活性化のための施策を立案し、

加盟会員の経営基盤の拡充に努める。  
①店舗運営能力向上に向けた企画（研修部会） 

  店舗運営の活性化にあたっては、店舗従業員のスキル向上のため
の現場で課題となっている「カスハラ対策の研修」と、エキスポに
おいて実施した「アミューズメントスタッフ検定」のオンライン版を
作成。ＪＡＩＡ会員企業の研修などにも使えるスタッフ検定資格を企画
し、店舗運営の収益向上や健全化の推進を図る。  

 ②オペレーター情報交換会の開催（若手情報交換部会…新設） 
  オペレーターの若手を対象に、ＪＡＩＡへの理解と業界全体の理解を

深めていただくための情報交換の場を設ける。隔月にＪＡＩＡの会議
室で開催。毎回テーマを定めて、各社が発表を行うなど学びを主
とした情報交換会を開催し、次世代の人材育成に資する活動を行う。  

③アミューズメント施設のＰＲ企画（ＰＲ部会） 
  エキスポの主催者事業として実施したクレーンゲーム検定のキット

の貸し出しなど、店頭でのエキスポの告知を含めたプロモーション 

  
企画の検討。ゲームセンターユーザーの裾野を広げる活動を行う。   

③アミューズメントエキスポ主催者事業におけるクレーン検定の
開催（イベント部会） 

  アミューズメントエキスポで好評であったクレーン検定を開催。昨
年以上に楽しんでいただくための規模を拡大して実施する。 

 
（３）研修事業活動  
青少年指導員養成講座 
研修委員会の主導のもと、９月９日、１０日の両日は東京都において、１０
月７日、８日の両日は大阪府において、全国防犯協会連合会との共催
による青少年指導員養成講座を開催する。本年度の募集は両会場あ
わせて概ね１００名を目標とする。 
講座では、「店舗でのトラブル対策」「青少年に対する接し方」などの
実務的な問題を取り上げ、これらについてグループディスカッション
を行い、繁華街の施設を視察するなどして研修の効果を高める。研修
修了者には〈青少年アドバイザーの証〉及びその資格を明記した名刺
を交付し、各施設において指導的な役割を担ってもらい、店舗運営の
向上と健全運営の推進に資する。 

 
（４）健全化事業活動 
 風適法及び風適法施行条例等の法令を遵守し、健全営業の徹底に努
めるため、以下の活動を行う。  
①健全営業の徹底 

 業界が抱える各種の規制があるが、業界が規制緩和を要望するため
には、現行法規を厳守していることが前提となる。このことを加盟会
員全員が認識し、施設運営の健全化を徹底する。特に１６歳未満の年少
者の立入り時間規制（平成２８年６月２３日施行）については、大半の都道
府県条例において保護者同伴の場合の時間規制緩和が行われている
ところであり、施設運営上での法令遵守を徹底する。  
②ＪＡＩＡ会員証の発行 

 会員企業店舗の一覧表の作成が進んだことを受け、令和８年度「ＪＡＩＡ
会員証」を発行し、各社の店舗へ送付する。同時に、会員企業店舗のリ
ストの更新を各社に依頼し全国の会員企業店舗の把握に努める。  
③こども１１０番 
全都道府県全店で展開している「こども１１０番の家」活動を継続する。
行政当局及び全国防犯協会からも感謝されており、洩れなく活動の
輪を広げることにより、犯罪から子どもや女性等を守る地域活動に寄
与する。  

④規制緩和の要請 
 風適法関係の規制緩和等について、法規部と規制緩和委員会と連携
し、引き続き、業界の適正運営に資する規制の改正を要望していく。 

 
３．関係団体との連携活動  
（１）警察庁及び都道府県警察 
 警察庁との連携を密にし、施設営業上の諸問題に関して協議し、国民
的視野に立った規制緩和について意見交換する。 

 覚都道府県警察本部との連携に関しては、営業にあたっての法律上の
問題点などについて意見交換を行い、業界からの要望事項を伝える。 

 
（２）全国防犯協会連合会 
 全国防犯協会連合会(全国風俗環境浄化協会)が行う事業活動を積極
的に支援し、また連携を密にしてＪＡＩＡの活動について説明し理解と協
調を求める。青少年指導員養成講座においても、同会の発行する青少
年環境に関する本を配布し、青少年指導の社会的活動意義を共有する。 

 
（３）一般社団法人日本ショッピングセンター協会 
 施設事業において重要な出店先であるショッピングセンターの状況
を把握し、ＳＣにおいて健全なるアミューズメント施設の運営を行える
よう日本ショッピングセンター協会と情報交換を行っていく。また、風
営法などの問題に関しても、当協会内だけでなく、ショッピングセンタ
ー事業者様からも広く声を集め、規制緩和の活動にも活用していく。 

 
４．事業部内諸活動  
（１）施設事業部会（運営委員会） 
 運営委員ならびにボードメンバーで構成、適宜開催し、ＪＡＩＡ理事会・総
会に付すべき案件その他重要な案件について審議する。 

 
（２）全国情報交換会 
 全国情報交換会は、２０２６年１０月２１日(水)、２２日(木)の日程で、鹿児島
県で開催する。加盟会員が一堂に会して様々な情報を寄せ合い、業界
が抱える諸問題について意見交換するなどして、会員相互の結束を
高める。 

 
（３）ＳＣ施設営業委員会視察 
 話題となっているショッピングセンターの視察およびそこに出店をす
る当会会員企業の施設を視察し、業界全体のショッピングセンターにお
ける出店のあり方の意見交換を行うために視察会を開催する。 

 ２０２７年２月に愛知（ららぽーと安城）で開催を計画する。 

 施設営業事業部 
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アミューズメントエキスポ 2026

   出展社募集締切、迫る 

先月号で既報の通り、アミュ

ーズメントエキスポ実行委員
会（飯山正義委員長）では、
右記の内容で「アミューズメン
ト エキスポ ２０２６」の出展社
を募集。７月１日（水）が、その
募集締切日となっている。 

申込締切 

７／１ 

（水） 

出展社 
説明会 

入金締切 
出展品 
リスト 

提出締切 

出展品 
書類審査 

搬入・設営日 
会場検査 

開催 

７／２２ 

（水） 

８／３１ 

（月） 

１０／１４ 

（水） 

１０／２８ 

（水） 

１５時～１８時 

１１／５ 

（木） 

１１／６（金） 

・７日（土） 

※11/７撤去 

2026.6⑩ 

2018.6② 名 称／アミューズメント エキスポ ２０２６ 

会 場／東京ビッグサイト 南展示棟１・２・３・４ホール 

会 期／２０２６年１１月６日(金)～１１月７日(土) 

        ビジネスデー １１月６日(金) １０：００～１７：００ 
        ユーザーデー １１月７日(土) ９：００～１７：００ 

入場料／一般ビジネス来場者…３，０００円（オンライン登録制） 

      招待ビジネス来場者…無料（オンライン登録制） 

        ※出展社による招待 

      一般来場者……………１，０００～３，０００円 

        ※アーリー、スタンダード、レイト、学割。小学生以下無料 

主 催／一般社団法人 日本アミューズメント産業協会（ＪＡＩＡ） 

ビジネス 
来場のみ 

出展申込フォーム  https://form.run/@amusementexpo2026 

●会場は南展示棟１・２・３・４ホール（昨年度実績、東４・５ホール）となり、階層が上下２フロアに分かれます。 
 
●「機械・部品・その他」を南１・２ホール（下層階）、」「景品・主催者事業等」を南３・４ホール（上層階）に配置する方針で
すが、最終的な小間形状の決定や小間位置の割り当てなどは実行委員会にて決定いたします。 

 
●会期２日間のうち、金曜日をビジネスデー、土曜日をユーザーデーとして開催いたします。 
 
●ビジネスデーご活用でお考えの出展社様に向けて、１１月６日(金)１日のみの出展枠を設けます。（４小間以下限定） 
 
●初出展の企業様に限り１小間目の出展料を半額と致します。（過去ＪＡＥＰＯ及びアミューズメントエキスポ未出展社） 

１小間＝３，０００㎜×３，０００㎜ 
 
出 展 料／ＪＡＩＡ会員――３５２，０００円 

（税抜料金３２０，０００円、消費税額３２，０００円） 

          会  員  外 ――４０７, ０００円 

（税抜料金３７０，０００円、消費税額３７，０００円）    
※初出展（過去のジャパンアミューズメントエキスポ〈ＪＡＥＰＯ〉及びアミュ
ーズメントエキスポに出展していない）の企業は、１小間目が半額になり
ます。（２小間目からは通常料金）    

※４小間以下の出展の場合、ビジネスデー（１１月６日(金)）のみ出展も可能
です。２日間出展の場合と出展小間料金は変わりません。    

※「出展料金」に含まれる費用は次の通りです。①基準時間内の小間使用
料（基準時間は出展社説明会にてお知らせいたします）、②公式サイトな
ど主催者側制作物への出展社名などの情報掲載費、③車両証、入館パス
等、事務局発行物一式、④基礎小間の基本設備、⑤共用部の誘導表示、
施設施工費、⑥会場の天井照明費、基準時間内の空調費、⑦広報宣伝
費、企画運営費、会場警備、安全管理費、⑧事務局運営に関する費用。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年 

７月１０日(金) 
エキスポ実行委員会 １０月２３日(金) 【遊園】親睦ゴルフコンペ 

７月１７日(金) 【遊園】技術委員会 
１１月６日(金) 

～７日(土) 
アミューズメントエキスポ２０２６ 

７月２２日(水) 
アミューズメントエキスポ  

出展社説明会 
１１月１９日(木) 常任理事会 

８月４日（火） 【施設】運営委員会 １１月２７日(金) 【遊園】安全管理講習会 

８月５日(水) 【施設】店舗活性推進委員会 １２月２日(水) 理事会 

８月７日（火） 【遊園】企画委員会 １２月８日（火） 【施設】ＳＣ営業委員会 

８月１８日（火） 【施設】ＳＣ営業委員会 １２月１５日（火） エキスポ実行委員会 

８月１９日(水) 【マシン】マシン事業部会 １２月１８日(金) 【遊園】技術委員会 

８月２７日(木) 常任理事会 
２０２７年 

１月１９日(火) 
新春賀詞交歓会 

９月２日(水) ＤＸ化推進特別委員会 地方説明会（福岡） １月２８日(木) 【施設】ＳＣ営業委員会 

９月７日(月) エキスポ実行委員会 ２月３日(水) 【施設】店舗活性推進委員会 

９月９日(水) 

 ～１０日(木) 
青少年指導員養成講座・東京会場 ２月１０日(水) 【マシン】マシン事業部会 

９月１５日（火） 理事会 ２月１７日(水) 【施設】運営委員会 

１０月２日（金） エキスポ実行委員会 ２月 【施設】ＳＣ施設営業委員会・視察会 

１０月７日(水) 

   ～８日(木) 
青少年指導員養成講座（大阪） ３月５日(金) 常任理事会 

１０月１３日（火） 【施設】店舗活性推進委員会 ３月１０日(水) 【施設】ＳＣ営業委員会 

１０月２１日(水)

～２２日(木) 
全国情報交換会（鹿児島） ３月１２日(金) 【遊園】技術委員会 

１０月２２日(木) 【遊園】懇談会・懇親会 ３月２４日（水） 理事会 
 

「ＪＡＩＡプレスに関するアンケート」への協力のお願い 

ＪＡＩＡでは、『ＪＡＩＡプレス』の今後の誌面改善の参考とするため、アンケートを実
施させていただくこととしました。 
 
これまでJAIAプレスは、JAIAの活動内容や業界に関する情報をお伝えする広
報媒体として、会員企業の皆様をはじめ、官公庁や関係団体の皆様にもご覧い
ただいておりますが、より分かりやすく、有益で親しみやすい誌面とすべく、皆
様のご意見を反映させていくことが重要だと考えます。 
 
ご多忙のところ恐縮ではございますが、ご協力いただきますようお願いします。 
 
なお、本アンケートは個人や企業を特定する目的ではなく、回答結果は JAIA プ
レスの誌面改善の検討資料としてのみ活用させていただきます。 

【アンケート回答URL】  

https://forms.gle/v9FR3sKAxDBcxMnCA 
 

【回答期限】 7 月 10 日（金） 
 

【所要時間】 5 分程度 

ＪＡＩＡ ２０２６年度 今後の予定 【施 設】…施設営業事業部 
【マシン】…ＡＭマシン事業部 
【遊 園】…遊園施設事業部 

2026.6⑪ 

2018.6② 

※７月以降の予定を記載 

◎毎月第１・第３木曜日に「ＤＸ化推進特別委員会」を開催  ◎毎月第２木曜日に「ＤＸ化事業推進分科会」を開催 
◎毎月第１・第３木曜日に「エキスポ実行委員会 企画部会」を開催 

https://forms.gle/v9FR3sKAxDBcxMnCA
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日時／２０２６年５月１９日(火)１５時～１６時３０分   
場所／ＪＡＩＡ会議室 
出席／委員５名＋事務局４名 

施設営業事業部 

第１回研修委員会 

 

  
委員候補者の選定について 
 

研修委員会の新メンバーに関し、委員から２名の推薦
があり面談を行ったこと等が報告された。 

 
青少年指導員養成講座について 
 
①受講費用 
 宿泊なしのプランを新たに設けた前回の受講費を改め
て精査。次の通りとすることとした。 
 〈東京会場〉 
  ・宿泊なし ２１，０００円 
  ・オリンピックセンター宿泊 ２６，０００円 
  ・東横イン宿泊 ３１，０００円 
 〈大阪会場〉 
  ・宿泊なし ２１，０００円 
  ・東横イン宿泊 ２８，０００円 

  
②タイムスケジュール・担当確認 
 今後の作業スケジュールおよび担当者について、確
認・協議を行った。 
 なお、１日目終了時刻を１８時「各班打ち合わせ後に終
了とする」、閉講式を１６時とし１６時３０分解散（帰りの
便に間に合わない場合は事前連絡することを表記）する
こと等を決定した。 
 
③申込案内・研修ノートの検討 
 受講生の作成したレポートをフィードバックする旨、確
認書サンプル内に追加表記すること等を決めた。 
 
④その他 
 変更点修正版を事務局から６月中旬、委員に送付。内
容確認の後、７月１日に受講申込開始、８月５日申込締切
とすることとした。 

2026年度 

第１回店舗活性推進委員会 

 

日時／２０２６年５月１９日(火)１５時～   
場所／ＪＡＩＡ会議室 （リモート併用） 
出席／委員１５名（うちリモート８名） 

＋オブザーバー１名＋事務局３名 

2026年度 

  
２０２６年度委員会体制について 
 

貞国委員長が、４月１日付でＪＡＩＡへ出向となったこと
に伴い委員長を退任する旨、説明。委員長選出について
は委員変更とは異なり一定の手続きが必要となるた
め、今後調整を進めることとなった。 

また、本委員会は若手中心メンバーで新たな取り組み
を推進すべく発足した経緯があり、今後も若手人材の参
画・育成を意識した委員会運営を継続していく方向性が
共有された後、今年度のメンバーとその担当部会（イベ
ント部会、ＰＲ部会、研修部会）を確認した。 

 
２０２６年度活動方針について 
 
①若手情報交換会の企画 
 若手店長層の育成、業界定着支援のための交流・教
育・コーチング機会の必要性が提起され、各種交流企画
（エリア別交流会、テーマ別勉強会、懇親会等）の可能性
について意見交換。名和参与から、自由闊達な議論を今
後の事業計画へ積極的に反映してほしいとの意見が出
された。 
 
②研修委員会との役割分担 
 貞国委員長より、研修委員会は青少年指導員養成講座
の継続実施、店舗活性推進委員会は現場課題に即した
テーマ型研修の実施という役割分担が望ましいとの方
向性が示された。 
 テーマ型研修については、店舗現場において現在困っ
ている点をアンケート等で把握、テーマ設定に反映させ
る必要性が意見として出された。 
 
③スタッフ検定 
 方向性を明確にするため一旦整理が必要との意見が
出され、検討することとした。 

  
④ＳＮＳ・情報発信 
 店舗ＳＮＳ活用、若手による情報発信、ＪＡＩＡプレスと
の連動などについて今後検討していくべきとの意見が
出された他、交流会・研修会等の様子を情報発信へつな
げる取り組みについて意見交換を行った。 

 
その他 
 
①倉庫型店舗について 
 地方を中心に倉庫型店舗が増加している状況につい
て共有。 
 また、高時給化、人材流動、若手店長層の流出など、運
営環境の変化についても意見交換を行った。 
 
②法規制・運営情報共有について 
 キッズカード、所轄対応、運営基準、規制運用等に関
し、所轄ごとの差異や運用実態に関する情報共有の必
要性について意見が出された。 
 
③アミューズメントエキスポについて 
 貞国委員長より、アミューズメントエキスポ２０２６に関
し、出展募集状況、図面作成、会場構成等を踏まえ、８月
委員会以降に具体的な施策を詰めていく予定であると
の説明があり、例年より開催時期が早いことから、準備
スケジュールを前倒しして進める必要があるとの認識が
共有された。 
 
③次回委員会について 
 第２回店舗活性推進委員会は、２０２６年８月５日（水）
１５時～開催予定とする。 



https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/
basic_page/field_ref_resources/a6546e3b-
4ff3-421f-b2aa-
24a82f2efe6c/eb9d36e0/20260617_policies
_youth-kankyou_hikouhigai-gekkan_18.pdf 

https://www.moj.go.jp/content/001435530.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７６回 “社会を明るくする運動” 
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～ 

令和８年度 
「青少年の被害・非行 
防止全国強調月間」 

2026.6⑬ 

2018.6② 

法務省主唱の「社会を明るくする運動」は、「すべての国民が犯罪や非行の防止と犯罪や非行
をした人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、新たな被害者
も加害者も生まない犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築くための全国的な運
動」。今回のテーマは「保護司をはじめとする更生保護ボランティアを広く知ってもらおう」。 
中央推進委員会並びに都道府県推進委員会及び市区町村等を単位とする地区推進委員会に

より推進。中央推進委員会は、官公庁（最高裁判所、内閣府、警察庁、経済産業省、国土交通省など２０）
をはじめ各種団体等で構成されており、経済・産業団体の１つとして JAIA も加わっている。 

 

学校が夏休みに入る毎年７月に、こども家庭庁が関
係府省庁・地方自治体及び民間関係団体と連携しなが
ら、総合的な被害・非行防止活動を展開する取組。協賛
団体には JAIA も名を連ねている。 
今年度の最重点課題は「インターネット利用における

こどもの性被害等の防止」。重点課題として「有害環境
への適切な対応」「薬物乱用対策の推進」「不良行為及
び初発型非行等の防止」「重大ないじめ・暴力行為等の
問題行動及びその被害への対応」「再非行（犯罪）の防
止」の５つがあげられている。 

ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
、
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡＩＡコードデータベースの登録状況について 

データベースを活用すれば、商品情報の確認や JAIA コードでの発注、納品、在庫確認が可能となり、オペレーショ
ン業務の効率化につながります。 

プライズメーカー各社の景品カタログでは JAIA コードの記載が進んでおり、データベースとのリンクが始まって
おりますので、データベースの内容を是非一度、ご確認ください。 

また、ＤＸ化推進特別委員会ではアミューズメント施設において、一般商品が景品として活用されている実態を踏
まえ、ＪＡＮコードのデータベースへの取込を検討しております。まもなく、その方向性を発表させていただきます。 
 
 事業者登録／５５社（前月比±０） 

店舗登録／３９８店（前月比＋９） 

AM マシン登録／３４９商品（前月比＋２２） 

景品登録／７９，２２６商品（前月比＋１，７４５） 
 https://jaia.jp/dlsupport/ 

 

〈ＪＡＩＡデータベースサポートページ〉 

＜商品選択、発注時にデータベースを活用できる会員一覧＞ 

株式会社エイコー  株式会社コナミアーケードゲームス  システムサービス株式会社 

株式会社セガ フェイブ  株式会社タイトー  株式会社 BANDAI SPIRITS  株式会社フリュー 

データベースの掲載情報確認、利活用には、利用登録が必要です。上記ＨＰを参考にしてＨＰ内の登録フォームか
らお申し込みください。 

ＤＸ化推進地方説明会（福岡）開催概要 

ＤＸ化推進特別委員会の活動報告 

「プライズフェア福岡」と同会場の博多国際展示場にて、オペレーターの皆様の業務効率化とキャッシュレス対応を
後押しする「ＤＸ化推進地方説明会」を開催いたします。 

 今回は従来のセミナー形式を刷新し、来場者の皆様が“いつでも自由に・短時間で”立ち寄れる新しい運営モデル
へと生まれ変わります。フェアへお越しの際は、ぜひお気軽にお立ち寄りください。 
 
 開催日時・場所 

＜日 時＞ 2026 年 9 月 2 日（水） 各メーカーブース開場時間中、終日実施 
＜場 所＞ 博多国際展示場 2 階 会議室（※プライズフェア会場は 4 階となります） 

 
 ここが新しい！3つのポイント 
 

◎ タイパ重視の「ローテーションプレゼン」  
時間を固定した長いセミナーはありません。1回15〜20分程度のコンパクトなミニプレゼンを、30分
間隔で終日繰り返し実施します。ご都合の良いタイミングでいつでも聴講可能です。 

 
◎ 見て触れる「実機デモ＆個別相談コーナー」  

スマホやタブレット、スキャナー等を活用したシステムの実機デモを常設。また、今秋スタート予定の
「DX 端末リース制度」や設置環境に関する具体的なご相談に、専門スタッフがその場でお答えしま
す。 
 

◎ 後日じっくり見られる「アーカイブ配信」  
当日会場にお越しいただけない方や、もう一度内容を確認したい方向けに、後日ウェブ上で視聴可能
な録画配信（アーカイブ配信）を予定しています。 

 

 
『ＪＡＩＡプレス』発行をメールでお知らせします 

《ご登録・お問合せ（担当／富川）》  fukawa@jaia.jp   ＴＥＬ０３-６２７２-９４０１  ＦＡＸ０３-６２７２-９４１１ 

ＪＡＩＡプレス編集部では、ＪＡＩＡ会員に、【ＪＡＩＡ通信】として 
『月刊ＪＡＩＡプレス』発行のご案内をＷＥＢ公開と同時に行っています。 
店舗単位・営業所単位でのご登録もＯＫです。 
メールアドレスを下記アドレスにご連絡ください。 

2026.6⑭ 
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ＤＸ化推進特別委員会 活動報告 
～アミューズメント産業の未来を創るデジタル変革（DX）への挑戦～ 

一般社団法人日本アミューズメント産業協会（JAIA）の「ＤＸ化推進特別委員会」では、業界全体の持続的な発展
と現場の負担軽減を目指し、現在直面している実務課題の解決と具体的な事業施策を精力的に進めています。本稿
では、直近の第4回・第5回事務局全体会議において議論された最新の活動および事業状況を報告いたします。  
 
① 現場負担を軽減する「JAN コードのデータベース統合」 
当委員会では、アミューズメント専用景品や店舗で扱う

一般商品の情報をワンストップで参照できる仕組みの構
築を進めています。これにより、オペレーターの皆様の商
品管理業務を大幅に効率化するとともに、新興運営勢力
の協会への参入・囲い込みを促す基盤を整えます。 
年度内の運用確立に向け、現在 GS1ジャパンとの連携

によるデータ有用性の検証体制の構築およびサンプルデ
ータの精査を進めています。  

 
②  キャッシュレス化を後押しする「DX 端末リース事業」 
中小オペレーターの皆様におけるキャッシュレス決済端

末やＰＯＳ端末（総称：ＤＸ端末）の導入ハードルを低減する
ため、今秋の制度立上げに向けた準備を推進しています。 
大手リース事業者（ＪＥＣＣ社）との業務委託契約の締結

に向け、実務手続きの迅速化とリスク管理の適正化を両立
させた包括的な秘密保持契約（NDA）のスキームを再調整
しており、会員の皆様がスムーズに活用できる環境づくり
に注力しています。  

 
③ 地方説明会（福岡）の開催概要刷新：タイパ重視の運営
モデルへ 

2026年9月2日（水）に博多国際展示場2階にて開催
される「地方説明会（福岡）」は、併催される「プライズフェ
ア福岡」との相乗効果を最大化するため、開催コンセプト
を大幅に刷新いたします。  
【常設展示・ローテーションプレゼン方式】 

 

従来の時間を固定した長いセミナー形式を廃止し、
来場者が都合の良いタイミングで自由に立ち寄れ
る形式を採用。1回15〜20分程度のミニプレゼン
を30分間隔で終日繰り返し実施します。   

【実機デモと個別商談エリアの設置】 
協力会社主導のもと、スマホやタブレット、スキャナ
ー等を活用した実機デモや、リース制度・設置環境
に関する個別相談ブースを常設し、専門的な提案を
スムーズに行える環境を整えます。   

【アーカイブ配信の決定】 
当日会場にお越しいただけない方々に向けて、後
日ウェブ上で聴講可能なアーカイブ配信（録画配
信）を行うことも決定いたしました。  

 
④  キャッシュレス市場の動向 

直近の経済産業省の発表によると、国内のキャッシ
ュレス決済比率は58％程度まで上昇しており、特に電
子マネーからコード決済（ＱＲコード等）へのシフトが顕
著に見られます。 ユーザーの間でも少額決済における
ＱＲコード利用が定着しつつあり、ゲームセンター等の
アミューズメント現場においても、今後の店舗経営に
おいてコード決済への対応と業務効率化は必要不可
欠な要素となっていきます。  

今後も、メーカー・オペレーター・システム事業者が
一丸となり、業務効率化と新たな価値創造につながる
デジタル化を力強く牽引してまいります。 

第４回 ＤＸ化推進特別委員会 事務局全体会議 
 
日時／２０２６年６月４日(木)１６：００～１７：００ 
開催方法／Ｔｅａｍｓによるオンライン開催    
参加者／２１名  
 

第５回 ＤＸ化推進特別委員会 事務局全体会議 
 
日時／２０２６年６月１８日(木)１６：００～１７：００ 
開催方法／Ｔｅａｍｓによるオンライン開催    
参加者／２２名  
 

事業推進分科会：現場重視のスピード改革と実務インフラの整備 

一般社団法人日本アミューズメント産業協会（JAIA）の「Ｄ
Ｘ化推進特別委員会」 のもとに設置された「事業推進分科
会」では、オペレーターやメーカー、システム事業者の実務
担当者が集まり、現場に即した迅速な意思決定を行ってい
ます。直近の第2回分科会において進展した、主要事業の
具体的な取り組みについて報告いたします。 
 

 

 

 
①  地方説明会（福岡）の開催概要を刷新：タイパ重視の「オンデマンド型」へ 
2026年9月2日（水）に博多国際展示場2階にて開催予定の「地方説明会（福岡）」は、併催される「プライズフェア福
岡」との相乗効果を最大化し、来場者の貴重な時間を有効に活用していただくため、開催コンセプトを大幅に刷新す
ることが決定いたしました。 
 
②  「DX 端末リース事業」：実務を停滞させない包括的契約スキームへの調整 
中小オペレーターの皆様におけるキャッシュレス決済端末や POS 端末（総称：DX端末）の導入を後押しする「DX端
末リース事業」について、今秋の制度立ち上げに向けた実務上の法務調整を行いました。 
提携予定のリース事業者（JECC 社）との間で締結する秘密保持契約（NDA）について、当初案にあった情報開示範
囲を見直し、「JAIA 事務局と JECC 社の2者間による包括的な契約スキーム」へと変更を主導しました。 これによ
り、会員各社における個別の法務チェックを挟むことによる手続きの長期化・煩雑化というリスクを事前に回避。事
業のスピード感を損なうことなく、かつ事務局内での専門知識の相談やトレンド共有は円滑に行える現実的な仕組
みを整えました。会員の皆様が安心してスムーズに活用できる環境づくりに向け、実務レベルでの着実な準備が進ん
でいます。 

第２回 ＤＸ化推進特別委員会 事業推進分科会 
 
日時／２０２６年６月１１日(木)１６：００～１７：００ 
開催方法／Ｔｅａｍｓによるオンライン開催    
参加者／１４名  
 



              
 

 
提出会社 ４号メーカー 機別 筐体 機種名 発行日 

(株)東プロ 三共 パチスロ ハイパースロット Ｌ からくりサーカス 2026/5/22 

(株)東プロ サミー パチスロ ハイパースロット Ｌ スマスロ北斗の拳 2026/5/22 

(株)東プロ サミー パチンコ プロハンター Ｐ 北斗の拳 暴凶星 2026/5/22 

(株)東プロ ジェイビー パチンコ プロハンター ｅ フィーバー炎炎ノ消防隊２ 2026/5/22 

(株)東プロ 大都技研 パチンコ プロハンター Ｐ Ｒｅ：ゼロから始める異世界生活 鬼がかりＶｅｒ． 2026/5/22 

(株)東プロ ビスティ パチンコ プロハンター Ｐ 新世紀エヴァンゲリオン 未来への咆哮 2026/5/22 

(株)東プロ ビスティ パチンコ プロハンター Ｐ 新世紀エヴァンゲリオン 未来への咆哮 2026/5/22 

(株)東プロ 三洋 パチンコ プロハンター ｅ 大海物語５スペシャル 2026/5/22 

(株)東プロ 三洋 パチンコ プロハンター Ｐ スーパー海物語ＩＮ沖縄６ 2026/5/22 

(株)マインズ 三洋 パチンコ ブレイクⅡシリーズ ＰＡ 大海物語４スペシャル with アグネス･ラム 2026/5/25 

(株)マインズ 銀座 パチスロ ブレイクⅡシリーズ パチスロ スマスロ 化物語  2026/6/1 

(株)マインズ 銀座 パチスロ ブレイクⅡシリーズ パチスロ スマスロ 北斗の拳転生の章２  2026/6/1 

(株)アップワード 山佐 パチスロ ＡＰＲＥＣＩＥ Ｌ モンキーターンＶ  2026/6/1 

(株)アップワード ニューギン パチスロ ＡＰＲＥＣＩＥ Ｌ 無職転生 異世界行ったら本気だす 2026/6/1 

(株)アップワード サミー パチンコ ＡＰＲＥＣＩＥ ｅ 東京リベンジャーズ 2026/6/1 

(株)東プロ ジェイビー パチスロ ハイパースロット Ｌ かぐや様は告らせたい 2026/6/2 

(株)マインズ 大都技研 パチンコ ブレイクⅡシリーズ Ｐ Ｒｅ：ゼロから始める異世界生活 鬼がかりＶｅｒ． 2026/6/8 

(株)マインズ 大都技研 パチスロ ブレイクⅡシリーズ Ｌ いざ！番長 2026/6/8 

(株)サクシード セブンリーグ パチスロ スマートベガス Ｌ スーパーブラックジャックＳＬＤＣ 2026/6/8 

(株)サクシード 三共 パチスロ スマートベガス Ｌ かぐや様は告らせたい ｊＡ 2026/6/8 

(株)東プロ サポハニ パチスロ ハイパースロット Ｌ 吉宗 2026/6/8 

(株)東プロ オリンピア パチスロ ハイパースロット Ｌ 銭形５ 2026/6/8 

(株)東プロ サミー パチスロ ハイパースロット Ｌ スマスロ北斗の拳 2026/6/8 

(株)東プロ ジェイビー パチスロ ハイパースロット Ｌ かぐや様は告らせたい 2026/6/8 

(株)東プロ セブンリーグ パチスロ ハイパースロット Ｌ ゴッドイーターリザレクション 2026/6/8 

(株)東プロ 三共 パチスロ ハイパースロット Ｌ からくりサーカス 2026/6/8 

(株)東プロ オリンピアエステート パチスロ ハイパースロット Ｌ ＴｏＬＯＶＥるダークネス 2026/6/8 

(株)東プロ 京楽産業. パチンコ プロハンター ｅ ソードアート･オンライン 閃光の軌跡 2026/6/8 

(株)東プロ 京楽産業. パチンコ プロハンター ｅ アズールレーン ＴＨＥ ＡＮＩＭＡＴＩＯＮ２ 2026/6/8 

(株)マインズ 京楽産業. パチンコ ブレイクⅡシリーズ ｅ アズールレーン２ ＴＨＥ ＡＮＩＭＡＴＩＯＮ２ 超次元 2026/6/9 

(株)マインズ ビスティ パチスロ ブレイクⅡシリーズ Ｌ パチスロ機動戦士ガンダムユニコーン 覚醒ＤＲＩＶＥ 2026/6/9 

(株)マインズ 三共 パチスロ ブレイクⅡシリーズ パチスロ 新世紀エヴァンゲリオン～未来への咆哮～ 2026/6/12 

(株)マインズ セブンリーグ パチスロ ブレイクⅡシリーズ スマスロ ゴッドイーターリザレクション 2026/6/12 

(株)マインズ セブンリーグ パチスロ ブレイクⅡシリーズ スマスロ ゴッドイーターリザレクション 2026/6/12 

(株)マインズ 三共 パチスロ ブレイクⅡシリーズ Ｌ パチスロ革命機ヴァルヴレイヴ２  2026/6/12 

(株)マインズ 三共 パチスロ ブレイクⅡシリーズ Ｌ パチスロからくりサーカス  2026/6/12 

(株)マインズ サミー パチスロ ブレイクⅡシリーズ スマスロ北斗の拳 2026/6/12 

(株)マインズ 山佐 パチスロ ブレイクⅡシリーズ スマスロモンキーターンＶ 2026/6/12 

(株)マインズ 藤商事 パチスロ ブレイクⅡシリーズ スマスロとある科学の超電磁砲２ 2026/6/12 

(株)マインズ 京楽産業. パチスロ ブレイクⅡシリーズ Ｌ アズールレーンＴＨＥ ＡＮＩＭＡＴＩＯＮ 2026/6/12 

(株)マインズ 大都技研 パチスロ ブレイクⅡシリーズ Ｌ いざ！番長 2026/6/12 

(株)マインズ サミー パチンコ ブレイクⅡシリーズ ｅ 北斗の拳１１暴凶星 2026/6/12 

(株)マインズ 三洋 パチンコ ブレイクⅡシリーズ Ｐ スーパー海物語ＩＮ沖縄６ 2026/6/12 

(株)マインズ 大都技研 パチンコ ブレイクⅡシリーズ ｅ Ｒｅ：ゼロから始める異世界生活 ｓｅａｓｏｎ２ 2026/6/12 

(株)東プロ 北電子 パチスロ ハイパースロット Ｓ アイムジャグラーＥＸ－ＴＰ 2026/6/12 

(株)三田商事 山佐 パチスロ REACHαシリーズ Ｌ モンキーターンＶ ＣＥ 2026/6/12 

(株)三田商事 サポハニ パチスロ REACHαシリーズ Ｌ いざ！番長 ＳＢＢ 2026/6/12 

(株)三田商事 サポハニ パチンコ REACHαシリーズ ｅ 吉宗極乗３０００ｖｅｒ Ｌ０６ 2026/6/12 

(株)三田商事 サミー パチンコ REACHαシリーズ Ｐ 北斗の拳暴凶星 ＳＦＰＡ 2026/6/12 

(株)三田商事 大都技研 パチンコ REACHαシリーズ ｅ 押忍！番長 漢の頂 Ｌ０９ 2026/6/12 

(株)アップワード サミー パチスロ ＡＰＲＥＣＩＶＥ Ｌ 北斗の拳 転生の章２ 2026/6/12 

(株)アップワード 三共 パチスロ ＡＰＲＥＣＩＶＥ Ｌ かぐや様は告らせたい 2026/6/12 

(株)アップワード オリンピア パチスロ ＡＰＲＥＣＩＶＥ Ｌ 主役は銭形５ 2026/6/12 
  

2026.6⑯ 

2018.6② 
「４号転用メダルゲーム機に係る倫理基準の運用規定」に基づき、各メーカーから 
届出のあった機械をＪＡＩＡ事務局で実査。転用に際し改造が正当に行われていると 
ＪＡＩＡが承認した機械を掲載します。 
なお、ＪＡＩＡでは会員が４号転用メダルゲーム機を製造・販売・オペレーション使用 
する際に「アミューズメント適合機」マークの表示を義務付けています。 

※２０２６年５月２２日（受付番号８１以降）～６月１２日に発行されたものを掲載。すべて盤面販売。 

パチンコ・パチスロ機
４号転用リスト



  

●このようなご意見アンケートを常設いただけ
れば嬉しいです。休みイスが隅の位置にあると
助かります。ゲームのトラブルの知らせをフロ
ントまでが遠いとつらい。（静岡・６９歳・♂） 

●フードカウンターのようなレストスペースが
あるといいです。画面の反射防止用のセパレー
ターなんかあったらプレイしやすいです。（愛
知・21歳・♂） 

●このお店はお客さんと距離が近く環境も良く、
とても素晴らしいと思っています。是非これか
らも楽しいイベントや娯楽などよろしくお願
いします。（埼玉・20歳・♂） 

●店員さんに音ゲーマーが欲しい。（栃木・22歳・
♂） 

●音ゲーメンテナンスできる店員が常にひとり
はいてくれるとありがたいです。（愛知・26歳・
♂） 

●ゲームセンター全般に言えることですが待ち
イスのメンテナンスをお願いします。（埼玉・28
歳・♂） 

 

アミューズメント施設における景品提供営業のガイドライン 

２０１４年３月２７日制定  ２０２２年３月１日改正 
（一社）日本アミューズメント産業協会 [ＪＡ ＩＡ ] 

１．目 的 
 アミューズメントマシンにより提供される景品についてそ

の種類、内容および営業方法を規定することにより、公正な

競争秩序を確立するとともに、景品提供営業さらにはアミュ

ーズメント業界の将来に向けた健全な発展に資することを目

的とする。 
 
２．定 義 
本ガイドラインで規定する景品とは風俗営業適正化法第２

条第１項第５号で規定されるゲームセンター等における営業

において使用される「遊技の結果が物品により表示される遊

技の用に供する遊技設備」で提供される物品をいう。 
 
３．景品の内容 
①景品の価額 

 景品として提供する物品は小売価格でおおむね 1,000円以

下のものとする。 

 小売価格とは、景品専用に開発された物品を除き、一般市

場における価格とする。 

 なお、景品専用に開発された物品であっても１個あたりの

価格はおおむね1,000円以下とする。 

②景品の種類 

 善良な風俗の保持、清浄な風俗環境の保持および青少年の

健全な育成に障害を及ぼす行為を防止する観点から、ゲー

ムセンター等における正常な商習慣に照らし適合すると認

められる景品に限る。 

 また、食品衛生法の遵守及び他者の知的財産権を侵害する

ことがないようにすべきである。 

 以上の点を踏まえ、次に掲げる物品等をゲームセンター等

に設置されるアミューズメントマシンにおいて提供される

景品として製造・販売・流通してはならない。 
  ⅰ たばこ、喫煙器具類およびこれらをモチーフにした物品 
  ⅱ 酒類、および酒をモチーフにした物品 
  ⅲ 医薬品、興奮・めまい・幻覚等の作用を目的とする有機

溶剤や成分を含有する物品 

ⅳ 青少年の健全な育成や公序良俗を阻害する内容が
印刷または記録された各種メディア（図書、写真、
フィルム、ビデオテープ、CD-ROM・DVD などの記録
メディア等） 

  ⅴ 性的な行為の用に供する物品および性器を模した物品 
  ⅵ ショーツ、ブラジャー等の下着類 
  ⅶ 金券類および類似品 
  ⅷ 食品衛生法に抵触する材料を使用した物品 
  ⅸ 偽造ブランド品や偽造キャラクターを使用したもの

等、他者の知的財産権を侵害している物品 
  ⅹ 心身に危害を与える恐れのある物品（レーザーポイ

ンター、刃物類） 
  ⅺ 動物愛護の精神に反する恐れのある生物 
 
４．景品提供の方法 
①クレーン式遊技機等の遊技設備によりクレーンで釣り上げ

るなどした物品で小売価格がおおむね 1,000 円以下のもの

を提供すること。 

②景品は、あらかじめ表示されている物品と同一のものでな

ければならない。 

③景品と異なる高額なものをデモンストレーションとして展

示してはならない。 

④カプセル内に品名や記号を記したチケットなどを入れ、こ

れを景品と交換してはならない。 

⑤提供した景品をもって他の景品と交換してはならない。 

⑥景品が手渡しで提供される仕組みの遊技の場合において

も、本ガイドラインの定めるところにより、景品の取扱い

をおこなわなければならない。 

⑦風俗営業適正化法に定めるいわゆる４号営業に用いられる

パチンコ機、パチスロ機に類する遊技機、メダルゲーム、ビ

デオゲーム、フリッパーゲーム機等の遊技機を用いる場合

においては、景品を提供してはならない。 
 
５．附 則 
 このガイドラインは、2022年3月1日から適用する。 

2026.6⑰ 

2018.6② アミューズメント施設における景品提供営業のガイドライン 

ユ
ー
ザ
ー
の
声 

●音楽ゲームのプレイヤーの立ち位置が平らに
なっていない場所が数か所あったのが気にな
りました。（岐阜・29歳・♂） 

●ゲーム１台ごとに広めのスペースが確保され
ているので、並んでもゆとりがもてる。「こんな
大会開いてみませんか～？」というようなＰＯ
Ｐがあってもいいと思う（お客さん主体の大
会）。（埼玉・27歳・♂） 

●冷房が効いているので、ついついあそびに来
る。（静岡・71歳・♀） 

●スタッフが親切で、本当に良く働いている。楽
しく遊ばせていただいているので、お金を使っ
てもＯＫです。感謝のみ。（静岡・71歳・♀） 

●ゲーム機を向かい合わせで置かないでほしい。
音が聞こえる。（静岡・16歳・♂） 

●いつも反応の良い機種で、とても助かっていま
す。（静岡・18歳・♀） 

●耳せん販売お願いします。（静岡 29歳♂） 
●子どもが遊べるゲームをもっと増やして欲しい。
テーブル、イスが少ない。（石川・35歳・♂） 



電子マネー・QRコード決済を１端末で実現！

製品の販売/サービスのご相談はこちらまで　TOPPANエッジ株式会社　ps-pr@toppan.co.jp　　
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※記載された製品名などは、各社の登録商標登録商標あるいは商標です。
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